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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/25現在 

父島 

100/100 

母島  

93.8/100 

 

6 月気象状況    （父島） 

最高気温   31.5℃ 

最低気温   23.1℃ 

平均気温   27.2℃ 

平均湿度   88％ 

月降水量   141mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（7/1） 

             2,625人 

             父島      母島                

  人口      2,165人   460人 

  世帯      1,230    270 

                                               

   

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追

悼
式
典
を
挙
行
し
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
様
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（
水
）
午
後
５
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（
水
）
午
前
11
時
50
分 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

 
母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

母
島
事
務
局 

３
―
２
１
８
８ 

     

７
月
の
西
日
本
を
中
心
と
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り

甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
対
し
て
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

小
笠
原
村
で
は
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
刻
も
早

い
復
旧
を
願
い
、
被
災
地
へ
の
義
援
金
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 

 

【
義
援
金
募
金
箱
設
置
場
所
】 

 

村
役
場
総
務
課
お
よ
び
母
島
支
所 

【
受
付
期
間
お
よ
び
時
間
】
８
月
１
日
～
31
日 

平
日
の
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
ま
で 

【
義
援
金
の
送
付
先
】
日
本
赤
十
字
社 

 

こ
の
災
害
義
援
金
は
被
災
府
県
の
被
害
の
状
況
に

応
じ
て
配
分
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

    

例
年
９
月
に
実
施
し
て
い
る
防
災
訓
練
は
、
今
年

度
は
東
京
都
・
小
笠
原
村
合
同
総
合
防
災
訓
練
と
し

て
、
11
月
に
実
施
し
ま
す
。
訓
練
の
詳
細
は
村
民
だ

よ
り
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
総
務
係
２
―
３
１
１
１ 

      

小
笠
原
村
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
災
害
時
に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

防
災
行
政
無
線
を
用
い
て
確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え

す
る
た
め
、
村
内
で
防
災
行
政
無
線
の
試
験
放
送
を

行
い
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
29
日
（
水
）
午
前
11
時
こ
ろ 

※
小
笠
原
村
以
外
の
地
域
で
も
、
全
国
的
に
試
験
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

※
防
災
行
政
無
線
の
放
送
は
、
最
大
音
量
で
の
放
送

と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

  

消
防
功
労
者
と
し
て
小
笠
原
村
消
防
団
の
赤
石
一

昌
団
長
が
、
７
月
９
日
に
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。 

 

長
年
の
小
笠
原
村
で
の
防
火
防
災
活
動
に
感
謝
し

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

    

【
実
施
日
程
】
８
月
７
日
（
火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

２
―
３
１
１
３ 

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
24
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 
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戦
没
者
追
悼
式
典
に
つ
い
て 

  

豪
雨
災
害
に
対
す
る
義
援
金
の
受
付 

 

 

11
月
に
総
合
防
災
訓
練
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
施
し
ま
す 

  

防
災
行
政
無
線
に
よ
る 

 

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験 

 

 

総
務
大
臣
表
彰 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 
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東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
※
予
約
が
必
要
で
す
。）
な

お
、
次
回
の
当
相
談
会
は
10
月
～
11
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（
１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
９
日
（
木
）
午
後
５
時
～
７
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
８
日
（
水
）
午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

※
土
、
日
、
祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除

く ●
問
合
せ
先
・
予
約
電
話
番
号 

 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

            

◎
10
月
１
日
に
医
療
証
が
更
新
さ
れ
ま
す 

 

○乳
・

○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
制

度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ

れ
ま
す
。 

 

医
療
証
の
更
新
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

①
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
年
齢
要
件
を
満
た
す
乳

幼
児
・
児
童
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、
申
請
書

（
現
況
届
）
を
、
８
月
中
に
発
送
し
ま
す
。 

②
９
月
７
日
ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の
添
付
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
要
件
な
ど
資
格
該

当
審
査
を
行
い
ま
す
。
助
成
対
象
者
に
は
９
月
末
ま

で
に
新
し
い
医
療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
更
新
日
の

前
後
に
内
地
滞
在
（
都
内
）
な
ど
の
予
定
が
あ
る
場

合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

（
ア
）
健
康
保
険
証
の
写
し 

※
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特
に
、
加
入
す
る
健

康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

（
イ
）
前
年
中
の
所
得
金
額
や
税
申
告
上
の
扶
養
者

数
、
税
控
除
額
な
ど
の
わ
か
る
書
類
（
今
年
の
１
月

２
日
以
降
に
村
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
、
小
笠
原
村

で
所
得
の
確
認
が
で
き
な
い
方
） 

※
課
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
（
平
成
30
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
所
）
の
役
所
で
交
付
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

※
ご
注
意
く
だ
さ
い 

 

申
請
者
の
所
得
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
医
療
証

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
申
請
後
、
所
得

要
件
範
囲
内
で
あ
る
と
判
明
し
て
も
、
新
た
に
交
付

さ
れ
る
医
療
証
の
開
始
日
は
所
得
が
確
認
で
き
た
日

か
ら
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
定
申
告
等
を
行
っ

て
い
な
い
方
は
乳
・
子
制
度
の
更
新
前
に
お
済
ま
せ

に
な
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

◎

○乳
・

○子
所
得
制
限
に
つ
い
て 

 

制
限
額
は
児
童
手
当
と
同
額
で
す
。
以
下
の
所
得

を
超
え
る
方
は
、
本
医
療
費
補
助
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。 

扶
養
者
（
税
の
申
告
を
し
た
扶
養
親
族
）
０
人
の
場

合
…
６
百
22
万
円 

扶
養
者
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
38
万
円
を
加
算
。
老

人
扶
養
者
は
１
人
に
つ
き
さ
ら
に
６
万
円
加
算
し
ま

す
。 

※
所
得
と
は
、
給
与
所
得
者
は
給
与
所
得
控
除
後
の

金
額
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
は
収
入
額
か
ら
必
要

経
費
を
引
い
た
額
で
す
。
所
得
制
限
限
度
額
は
、
所

得
か
ら
さ
ら
に
次
の
も
の
を
控
除
し
た
額
に
よ
っ
て

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
児
童
手
当
法
に
よ
る
控
除
８
万
円
、
雑
損
・
医
療

費
・
小
規
模
企
業
掛
金
の
相
当
額
、
特
別
障
害
者
控

除
40
万
円 

・
障
害
・
勤
労
学
生
・
寡
婦(

夫)

控
除
27
万
円
、
寡

婦
特
別
控
除
８
万
円 

 

 

◎
医
療
証
の
優
先
順
位 

 

医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

◯
乳
と
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
乳
が
優
先

し
ま
す
。 

◯
子
と
親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 

・
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、
親
が
優
先 

 

・
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、
子
が
優
先 

  

子
と
親
助
成
対
象
の
優
先
す
る
期
間
が
複
雑
に
な

り
ま
す
（
更
新
時
期
が
異
な
る
た
め
、
数
か
月
単
位

で
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）
の
で
、
ご

注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、
子
や
親
の
医

療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
特
定
疾
病
な
ど
の
場
合

に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
で

の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

受
診
さ
れ
る
際
に
、
子
や
親
の
医
療
証
を
ご
提
示
さ

れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
受
診
時
に
は
個
人
負

担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
）。 

 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の

で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 
２
―
３
１
１
３ 

      

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
地

域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

 

【
事
業
名
】
平
成
30
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事

業
（
第
２
回
） 

【
募
集
期
間
】
８
月
１
日
（
水
）
～
20
日
（
月
） 

【
対
象
事
業
】 

○
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に
関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業 

 

①
地
域
振
興
に
係
る
第
一
次
産
業
活
性
化
に
関
す

る
事
業 

 

②
地
域
の
伝
統
芸
能
の
発
展
に
関
す
る
事
業 

 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の

活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人

等 ○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万
円 

（
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は
２
０
０
万
円
）

を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】 

 

事
業
開
始
か
ら
平
成
31
年
７
月
31
日
ま
で 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

  

医
療
費
助
成
（

○乳
・

○子
）
制
度
の 

 
 
 
 
 

医
療
証
の
更
新 

  

 

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の 

 
 
 
 
 
 

募
集
（
第
２
回
） 
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【
申
込
方
法
】 

 
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

 

小
笠
原
村
役
場 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

      

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ

ア
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と

連
携
し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認

定
講
習
を
開
催
し
ま
す
。 

 

【
講
習
実
施
期
間
（
予
定
）】
10
月
13
日
～
15
日 

◯
13
日 

午
後
１
時
～
９
時 

◯
14
日
、
15
日 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

 

※
そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
６
日
（
月
）
～
24
日
（
金
） 

【
受
講
費
用
】
４
３
，
２
０
０
円 

【
事
前
泳
力
測
定
】 

９
月
中
に
次
の
内
容
で
事
前
泳
力
測
定
を
行
い
ま
す
。 

（
１
）
２
０
０
ｍ
ク
ロ
ー
ル
（
制
限
タ
イ
ム
４
分
） 

（
２
）
４
０
０
ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ

ー
ケ
ル
・
フ
ィ
ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制

限
タ
イ
ム
７
分
） 

（
３
）
25
ｍ
平
行
潜
水
（
制
限
タ
イ
ム
な
し
） 

（
４
）
40
ｍ
平
行
潜
水
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ
ル
・

フ
ィ
ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限
タ
イ
ム

な
し
） 

 

講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
等
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

小
笠
原
村
役
場 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

      

ガ
ソ
リ
ン
等
は
、
取
扱
が
法
令
に
よ
っ
て
厳
し
く

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
・
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
等
の
買
い
だ
め
は
、
思
わ
ぬ

危
険
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
極
力
お
ひ
か

え
く
だ
さ
い
。 

２
・
消
防
法
令
等
の
基
準
に
適
合
し
た
容
器
・
容
量

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

３
・
ガ
ソ
リ
ン
の
み
の
場
合
は
40
リ
ッ
ト
ル
以
上
、

軽
油
の
み
の
場
合
は
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
以
上
の
保
管

に
は
、
届
出
や
保
管
設
備
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 
２
―
３
１
１
１ 

    

出
張
期
間
：
７
月
８
日
～
15
日 

・
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会 

・
航
空
路
協
議
会 

・
50
周
年
行
事
御
礼 

 

国
交
大
臣
、
都
知
事
ほ
か 

・
関
係
機
関
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 

   

       

【
日
時
】
８
月
６
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
離

職
、
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
等

は
、
電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

２
―
２
１
０
２ 

           
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、認
定
農
業
者･

認
定

就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者
を

対
象
に
「
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
以
下
の
内
容
で
開

講
し
ま
す
。 

 

【
内
容
】『
マ
ン
ゴ
ー
の
剪
定
講
習
会
』 

【
講
師
】
北
山
朋
裕
（
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
） 

◎
父
島 

【
日
時
】
８
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
～
10
時
30
分 

【
場
所
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

◎
母
島 

【
日
時
】
８
月
２
日
（
木
）
午
後
４
時
～
５
時
30
分 

【
場
所
】
蝙
蝠
谷
農
業
団
地 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
居
住
す
る
農
業
者 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
１
０
４ 

      

【
試
験
日
時
】
11
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

～
午
後
３
時
30
分 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
験
願
書
の
配
布
】
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て
配
布 

【
受
験
願
書
の
受
付
】 

①
電
子
申
請（
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

 

８
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
～
９
月
５
日
（
水
）

午
後
５
時
ま
で 

②
書
面
申
請 

 

８
月
17
日
（
金
）
～
９
月
３
日
（
月
）
ま
で
、
郵

送
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り
、（
公
社
）
東
京
都
高
圧

ガ
ス
保
安
協
会
ま
た
は
（
一
社
）
東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
会
に
て
受
付
（
郵
送
の
場
合
当
日
消
印
有
効
） 

※
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.khk.or.jp

）
を
参
照
の
こ
と
。 

※
支
庁
で
は
受
付
を
し
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

    

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
産
業
課 

 

２
―
２
１
２
２ 

 

 

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ 

 
 

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

 
 
 
 
 

認
定
講
習
の
実
施 

 

 

村
長
出
張
報
告 

 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

高
圧
ガ
ス
・
液
化
石
油
ガ
ス 

 
 

国
家
試
験
の
お
知
ら
せ 

高
圧
ガ
ス
保
安
協
会 

【
検
索
】 

 

 

ガ
ソ
リ
ン
等
の
買
い
だ
め
に 

 
 
 
 
 
 

ご
注
意
く
だ
さ
い 
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【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
２
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
２
日
（
木
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
） 

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ

Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水

痘
ワ
ク
チ
ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
様
の
食
事
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

様
と
保
護
者 

【
日
時
】
８
月
17
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分 【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９

    

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の

み
を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話

で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
父
島
の
乳
幼
児
健
診
は
、
小
児
科
医
に
よ
る
診
察

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の
乳

幼
児 

【
日
時
】
８
月
９
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 
●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

     

８
月
の
母
島
の
乳
幼
児
健
診
は
、
小
児
科
医
に
よ

る
乳
幼
児
健
診
を
行
い
ま
す
。 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
し
ま
す
。
６
歳
未

満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
、
計
測
の
み

を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、
１
歳
６

か
月
、
２
歳
６
か
月
（
歯
科
健
診
の
み
）、
３
歳
の
乳

幼
児 

【
日
時
】
８
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー

ム 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

 
 

   

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

は
小
港
海
岸
に
て
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

泳
ぎ
が
得
意
で
は
な
い
方
で
も
参
加
で
き
る
メ
ニ
ュ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

雨
天
の
場
合
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
体
幹
運
動
な
ど
室

内(

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階)

運
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
８
月
22
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
45
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

正
面
玄
関 

【
持
ち
物
】
水
着
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
日

焼
け
止
め
、マ
リ
ン
シ
ュ
ー
ズ(

な
け
れ
ば
ぎ
ょ
さ
ん
、

靴
下
で
も
可)

、
飲
み
物 

※
当
日
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
方
は
参
加
を
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

        

◎
小
児
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 
《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
程
》
８
月
18
日
（
土
） 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
程
》
８
月
17
日
（
金
） 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
～
11
時 

 

◎
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

【
父
島
】 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

《
日
程
》 

 

８
月
30
日
（
木
）
～
31
日
（
金
）
午
前
・
午
後 

 

９
月
３
日
（
月
）
～
４
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

【
母
島
】 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

《
日
程
》
８
月
27
日
（
月
）
午
前
・
午
後 

※
産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療
は
予
約
制
に
て
実
施
し

て
い
ま
す
。 

 

事
前
に
電
話
ま
た
は
来
所
に
よ
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
予
約
の
受
付
は
、
平
日
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
後
１
時
30
分
～
５
時
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
‐
２
１
１
５ 

   
 

 

診
療
所
で
は
、
小
笠
原
村
に
輸
血
用
血
液
を
備
蓄

す
る
た
め
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
試
行
運
用
期
間
を
経
て
、
父
島
・

母
島
に
輸
血
用
血
液
が
備
蓄
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

 

今
回
は
、
輸
血
事
業
の
報
告
も
兼
ね
て
、
日
本
赤

十
字
社
よ
り
講
師
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
実
施
し

ま
す
。
皆
さ
ま
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
19
日
（
日
）
午
後
４
時
～
５
時 

【
場
所
】
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

 

【
内
容
】
輸
血
用
血
液
が
備
蓄
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て 【
講
師
】
飴
谷 

利
江
子 

氏
（
日
本
赤
十
字
社
東

京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
・
学
術
課
長
） 

 

亀
﨑 

真 

氏
（
小
笠
原
村
診
療
所 

医
師
） 

 

●
問
合
せ
先 

医
療
課
診
療
所
係 

２
―
３
８
０
０ 

 

定
期
予
防
接
種 

   

 

育
児
学
級
（
お
や
つ
の
会
・
母
島
） 

   

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（
父
島
） 

    

小
児
科
医
に
よ
る
乳
幼
児
健
診
・ 

 
 
 
 

歯
科
健
診
（
母
島
） 

  

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

    

 

専
門
診
療 

     

 

輸
血
事
業
講
演
会
の
開
催
（
父
島
） 
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８
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２
―
２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                                  

      

小
笠
原
海
運
で
は
、
二
見
港
船
客
待
合
所
に
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「Suica

」
チ
ャ
ー
ジ
機
を
設
置
し
ま

し
た
。
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は
お
が
さ
わ
ら
丸
の
船

内
売
店
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
使
え
ま
す
（
一

部
カ
ー
ド
を
除
く
）。 

【
設
置
時
間
】
午
前
８
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時

～
午
後
４
時
※
お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中
の
み 

 

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本 

 

お
釣
り
は
出
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運 

父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

        

平
成
16
年
７
月
９
日
よ
り
禁
漁
区
と
し
て
設
定

し
て
き
ま
し
た
北
之
島
お
よ
び
５
マ
イ
ル
浅
根
を
８

月
１
日
よ
り
解
禁
と
し
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
漁
業

資
源
の
保
護
育
成
に
ご
協
力
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
島
漁
業
協
同
組
合 

２
―
２
４
１
１ 

   

     

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
内
の
動
物
対
処
室
に
お
い
て
、

獣
医
師
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。 

【
仕
事
内
容
】 

・
保
護
さ
れ
た
野
生
動
物
の
処
置
及
び
愛
玩
動
物
の

診
療
の
補
助 

・
関
連
事
務
・
施
設
清
掃 

【
賃
金
（
時
給
）】
１
，
０
６
０
円 

【
応
募
資
格
】
高
校
卒
業
以
上 

※
採
用
に
あ
た
っ
て
は
動
物
医
療
経
験
の
あ
る
方
も

し
く
は
動
物
の
扱
い
に
慣
れ
て
い
る
方
を
優
先
し
ま

す
。 

【
応
募
方
法
】
履
歴
書
を
持
参
ま
た
は
郵
送
の
こ
と 

【
選
考
方
法
】
面
接
（
９
月
下
旬
～
10
月
上
旬
を
予

定
） 

 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
・
応
募
先 

 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
） 

 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

◎
盆
踊
り
練
習
会 

 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付

け
が
よ
く
分
か
ら
な
い
。」
と
い
う
方
か
ら
、「
本
番

前
の
肩
慣
ら
し
。」
と
い
う
方
も
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
さ
れ
た

方
に
は
記
念
に
「
盆
踊
り
マ
ス
タ
ー
認
定
証
」
を
発

行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
８
日
（
水
）・
９
日
（
木
）
午
後
７
時

～
８
時
30
分 

 

【
場
所
】大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場（
雨
天
時
中
止
） 

 

◎
盆
踊
り
、
唄
い
手
募
集
！ 

 

盆
踊
り
当
日
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！ 

 

唄
い
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
、
盆
踊
り
練
習

会
の
ど
ち
ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ

そ
は
！
と
い
う
“
の
ど
自
慢
”
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 

【
申
込
締
切
】
８
月
８
日
（
水
） 

【
盆
踊
り
本
番
】
８
月
10
日
（
金
）
ま
た
は
12
日

（
日
） 

 

◎
臨
時
バ
ス
運
行 

 

盆
踊
り
期
間
中
、
扇
浦
方
面
へ
の
臨
時
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】
８
月
10
日
（
金
）・
11
日
（
土
）・
12

日
（
日
） 

【
路
線
】
お
祭
り
広
場
～
扇
浦
～
小
港
園
地 

【
運
賃
】
無
料 

【
運
行
時
刻
】
お
祭
り
広
場
発 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 16,107 等級 大人 小人

56,480 48,330 28,240 (+469) 4,520 2,260

(+2,440) (+2,090) (+1,220) 14,995 (+640) (+320)

40,790 32,640 20,400 (+437) 5,430 2,720

(+1,760) (+1,410) (+880) 13,794 (+770) (+390)

30,740 24,600 15,370 (+402) 等級 A(6名用) B(4名用)

(+1,330) (+1,070) (+660) 1,614

26,990 21,600 13,500 (+47)

(+1,170) (+940) (+590) 1,201 9,115

等級 村民 村民小人 身障者 (+35) (+821)

41,620 20,810 28,240 8,546

(+1,790) (+890) (+1,220) (+770)

27,510 13,760 20,400 7,977

(+1,180) (+590) (+880) (+719)

20,730 10,370 15,370 913

(+890) (+450) (+660) (+82)

18,200 9,100 13,500 688

(+790) (+390) (+590) (+62)

3等品

小口
0.075t以下

8月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

5,000

2等寝台
小口

0.1t以下
特別室 3,000

2等和室
小口

0.075t以下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室

 

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド 

 

チ
ャ
ー
ジ
機
の
設
置
に
つ
い
て 

  

聟
島
列
島
北
之
島
周
辺
海
域
の 

 

自
主
禁
漁
区
の
解
禁
に
つ
い
て 

 

 

小
笠
原
動
物
対
処
室 

 
 
 
 
 
 

補
助
員
募
集 

 

父
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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《
10
日
（
金
）、
12
日
（
日
）》 

○
午
後
８
時
20
分
発 

○
午
後
９
時
発 

○
午
後
９
時
40
分
発 

《
11
日(

土)
（
花
火
大
会
）》 

○
午
後
８
時
40
分
発 

○
午
後
９
時
20
分
発 

○
午
後
10
時
発 

【
臨
時
バ
ス
乗
車
整
理
券
】
各
日
の
盆
踊
り
開
始
時

刻
午
後
６
時
30
分
か
ら
、
会
場
内
本
部
テ
ン
ト
に
て

先
着
順
に
整
理
券
を
発
行
し
ま
す
。 

【
定
員
】
各
便
28
名 

※
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び
寄
付
金
の
受
付 

 

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会

場
に
掲
示
し
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま

す
。
お
名
前
の
放
送
に
あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や

お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
花

火
大
会
当
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
村
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ 

【
開
場
時
間
】
午
後
４
時
30
分 

【
開
演
時
間
】
午
後
５
時
～
９
時 

  
 
 

●
問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

事
務
局 

（
小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７

 

    開催に伴う 「車両通行止」「立入禁止区域」 

    「船舶進入区域」「着岸禁止区域」の設定について 

お問い合わせは、 

※ 小笠原警察署 ２－２１１０ 

※ 小笠原サマーフェスティバル実行委員会 

  事務局：小笠原イベント協議会（観光協会内）２－２５８７ 

 小笠原サマーフェスティバル実行委員会では、８月１１日（土）に二見

港・第一物揚場（青灯台岸壁）にて花火の打ち上げを行います。打ち上げ時

間は、午後８時から午後８時３０分までの３０分間ですが、危険防止を図

るため、「車両通行止」「立入禁止区域」「船舶進入禁止区域」「着岸禁止区

域」を設定します。みなさまのご理解とご協力をお願いします。 
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サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
一
環
と
し
て
ビ
ー
チ

バ
レ
ー
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
付
は
当
日
、
現
地

で
行
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

【
日
時
】
９
月
１
日
（
土
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
10
時
（
バ
ス
到
着
ま
で
） 

【
試
合
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時
15
分

頃 【
参
加
資
格
】
中
学
生
以
上 

【
チ
ー
ム
構
成
】
男
子
の
部
（
男
女
で
も
可
）
２
名

１
組
／
女
子
の
部
３
名
１
組 

【
場
所
】
小
港
海
岸 

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

２
―
２
６
６
６ 

         

◎
島
の
同
窓
会 

ｉ
ｎ 

小
笠
原 

【
父
島
】 

《
日
程
》
８
月
27
日(

月) 

①
セ
レ
モ
ニ
ー 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

《
場
所
》
小
中
学
校
体
育
館 

②
懇
談
会 

午
後
３
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

③
交
流
会 

午
後
６
時
～
８
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

 

【
母
島
】 

《
日
程
》
８
月
28
日(

火) 

①
セ
レ
モ
ニ
ー 

午
後
１
時
～
２
時
30
分 

《
場
所
》
小
中
学
校
体
育
館 

②
懇
談
会 

午
後
３
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
中
学
校
体
育
館 

③
交
流
会 

午
後
６
時
～
８
時 

《
場
所
》
小
中
学
校
体
育
館 

【
開
催
内
容
】 

①
セ
レ
モ
ニ
ー
：
卒
業
式
を
な
ぞ
ら
え
た
セ
レ
モ
ニ

ー
を
行
い
、
同
窓
会
参
加
証
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

②
懇
談
会
：
在
校
中
の
思
い
出
や
卒
業
後
の
体
験
な

ど
を
楽
し
く
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。 

③
交
流
会
：
飲
食
を
共
に
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
ょ
う
。
会
費
３
千
円 

※
開
催
内
容
は
調
整
中
で
す
。 

 

《
村
内
在
住
の
卒
業
生
な
ど
の
参
加
申
込
に
つ
い

て
》 

 

村
内
在
住
の
卒
業
生
の
方
な
ど
も
、
同
窓
会
参
加

は
申
込
み
が
必
要
で
す
。
期
限
を
延
長
し
て
８
月
10

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】 

・
同
窓
会
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
込
み 

・
申
込
用
紙
の
提
出 

 

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
50
周
年
事
務
局
、
村
役

場
、
母
島
支
所
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】
８
月
10
日(

金) 

【
村
内
在
住
参
加
者
へ
の
補
助
】 

 

出
身
校
の
同
窓
会
に
参
加
す
る
た
め
、
父
島
～
母

島
間
を
移
動
す
る
方
に
は
、船
賃
の
補
助
を
し
ま
す
。 

 

補
助
金
額 

２
千
円 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

事
務
局 

 
 
 

２
―
３
９
４
１ 

 

◎
文
化
歴
史
交
流
祭 

【
父
島
】 

《
開
催
日
》
10
月
７
日
（
日
） 

《
場
所
》
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
母
島
】 

《
開
催
日
》
10
月
８
日
（
月
） 

《
場
所
》
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

【
出
演
団
体
】 

 

南
洋
踊
り
保
存
会
、ぼ
に
ん
囃
子
、八
星
流
太
鼓
、

太
鼓
会
、
小
笠
原
太
鼓
同
好
会
、
ナ
ァ
・
プ
ア
・
ナ

ニ
・
オ
・
マ
ク
ア
、
ナ
ァ
・
マ
カ
ナ
・
ノ
・
マ
ク
ア

ヒ
ネ
、
ボ
ニ
ン
ス
テ
ィ
ー
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ロ
コ

パ
ン
、
島
外
芸
能
（
南
洋
踊
り
、
太
鼓
、
フ
ラ
、
ス

テ
ィ
ー
ル
パ
ン
）
団
体 

 

○
夜
店
出
店
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
９
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

 

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

事
務
局 

２
―
３
９
４
１ 

 

◎
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ｃ 

 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ 

（
小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
） 

 

【
父
島
】 

《
開
催
日
》
10
月
27
日
、
28
日 

《
場
所
》
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場 

【
母
島
】 

《
開
催
日
》
10
月
28
日 

《
場
所
》
脇
浜
な
ぎ
さ
公
園 

 

○
夜
店
出
店
者
の
募
集 

 

小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
夜

店
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
〜
14
日 

【
申
込
方
法
】
販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住

所
、
電
話
番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
品
品
目
お
よ
び
、
場
所
の
関
係
上
、
出
店
を
お
断

り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
の
際
、
９
月
下
旬
開
催
予
定
の
説
明
会

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集 

 

小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
一

緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
？
会
場
・
ス
テ
ー
ジ
設
営
、

会
場
で
の
運
営
サ
ポ
ー
ト
、
演
者
対
応
な
ど
、
興
味

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
・
申
込
先 

 

小
笠
原
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
現
地
実

行
委
員
会 

斎
藤 

０
９
０
―
９
３
９
０
―
３
６
６
３ 

  info@ogafes.com 

    

村
民
参
加
で
森
づ
く
り
を
進
め
る
「
オ
ガ
グ
ワ
の

森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
ハ
ハ
ジ
マ
森
の
道
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
今
年
11
～
12
月
の
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ

ワ
や
在
来
樹
の
植
栽
に
む
け
て
、
次
の
日
程
で
「
夏

の
地
な
ら
し
体
験
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

◎
オ
ガ
グ
ワ
の
森 

夏
の
地
な
ら
し
体
験
会 

 

今
回
は
、
今
年
２
月
に
も
実
施
し
た
予
定
地
の
林

内
を
木
と
石
な
ど
の
自
然
素
材
で
補
修
す
る
「
近
自

然
工
法
」
に
よ
る
道
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
す
。 

【
日
程
】
９
月
８
日(

土) 

朝
か
ら
昼
前
ま
で 

【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
前
８
時
30
分 

村
役
場
駐

車
場 

【
作
業
場
所
】
父
島
長
谷
の
村
有
地
（
林
内
） 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど 

※
作
業
に
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ノ
コ
ギ
リ
等
は
貸

与
し
ま
す
。 

 

◎
ハ
ハ
ジ
マ
の
森
の
道 

夏
の
地
な
ら
し
体
験
会 

 

今
回
は
、
予
定
地
の
植
生
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
将
来

 
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
大
会 

 

 
 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

 

森
づ
く
り
体
験
会
の
募
集 

 

mailto:info@ogafes.com
mailto:info@ogafes.com
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像
を
語
り
合
い
ま
す
。 

【
日
程
】
８
月
25
日(

土) 

午
前
８
時
30
分
～
昼

前 【
集
合
時
間
・
場
所
】
午
前
８
時
30
分 

沖
港
船
客

待
合
所
前
駐
車
場 

【
作
業
場
所
】
母
島
静
沢
の
村
有
地
（
遊
歩
道
） 

【
服
装
・
持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、

飲
み
物
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
課
環
境
係 
２
―
３
１
１
１ 

        

【
対
象
者
】
来
年
、
平
成
31
年
４
月
１
日
時
点
で

小
笠
原
村
に
１
年
以
上
在
住
で
18
歳
以
上
と
な
る

方 【
講
習
期
間
】
９
月
２
日
（
日
）
～
10
月
31
日
（
水
） 

※
こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
講
習
を
実
施
し
ま

す
。 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
現
地
講
習
も
あ
り
ま
す
。 

※
ま
た
、
天
候
不
良
等
で
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

【
受
講
料
】
３
千
円 

【
申
込
用
紙
配
布
場
所
】 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

※
配
布
は
８
月
１
日
（
水
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
１
日
（
水
）
～
14
日
（
火
） 

※
申
込
者
が
２
名
に
達
し
な
い
場
合
、
講
習
会
は
中

止
と
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２
―
２
１
６
７

    
 

 

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
の
登
録
に
は
、
今
回
実
施
す

る
講
習
の
受
講
に
加
え
、
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定

講
習
を
修
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都

自
然
ガ
イ
ド
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
こ
の

講
習
も
必
ず
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
は
、
当
協
議
会
が

定
め
る
講
習
を
受
講
や
傷
害
・
賠
償
責
任
保
険
等
の

加
入
と
い
っ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
る
ガ
イ
ド
を
登

録
す
る
も
の
で
あ
り
、「
ガ
イ
ド
技
能
の
認
定
」や「
ガ

イ
ド
資
格
等
を
付
与
す
る
」
と
い
っ
た
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
な
の
で
、
登
録
し
な
け
れ
ば
陸
域
の
ガ

イ
ド
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
。 

 

【
講
習
実
施
期
間
】 

 

11
月
中
に
合
計
15
時
間
程
度
の
講
習
を
予
定 

※
こ
の
ほ
か
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す
（
認
定
済
み
の
方
は
不
要
）。 

【
講
習
受
講
申
込
み
】 

《
申
込
期
間
》
８
月
６
日
（
月
）
～
24
日
（
金
） 

《
受
付
場
所
》
村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支

所 

 
 【

主
な
登
録
要
件
（
抜
粋
）】 

○
小
笠
原
村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
（
居

住
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
は
「
準
ガ
イ
ド
」
と
し

て
の
登
録
が
可
能
） 

○
小
笠
原
に
お
け
る
ガ
イ
ド
業
等
の
実
務
実
績
が
１

年
以
上
あ
る
こ
と
（
実
務
実
績
の
申
告
に
は
登
録
ガ

イ
ド
の
推
薦
（
父
島
：
５
名
、
母
島
：
２
名
）
が
必

要
と
な
り
ま
す
。） 

〇
「
上
級
救
命
講
習
修
了
者
」
等
の
救
命
・
救
急
法

の
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と 

○
傷
害
保
険
お
よ
び
過
失
責
任
に
対
応
す
る
賠
償
責

任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
公
開
に
応
じ
る
こ
と 

○
ガ
イ
ド
登
録
料
１
万
円
（
２
年
更
新
）
を
支
払
う

こ
と 

 

登
録
は
、
登
録
要
件
・
実
務
実
績
等
を
小
笠
原
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
ル
ー
ル
・
ガ
イ
ド
制
度
検
討

部
会
審
査
し
決
定
し
ま
す
。 

  

詳
細
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

 

村
役
場 

産
業
観
光
課 

２
―
３
１
１
４ 

     

【
８
月
の
開
館
】
８
月
29
日
ま
で
毎
日
開
館
。  

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
夜
間

午
後
９
時
ま
で
） 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

■
新
館 

「
写
真
で
見
る
小
笠
原
展
」 

開
催
中 

返
還
か
ら
の
写
真
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。 

■
旧
館 

「
小
笠
原
の
さ
か
な
展
」
～
さ
か
な
も
な

か
な
か
お
も
し
ろ
い 

開
催
中 

 

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
見
ら
れ
る
魚
を
中
心
に
紹

介
し
ま
す
。 

【
講
演
会
】 

●
２
０
１
８
年
第
３
回
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座 

「
孤
島
の
森
の
花
の
不
思
議
〜
誰
が
為
に
そ
の
花
は

咲
く
？
〜
」 

 

小
笠
原
の
植
物
た
ち
の
花
の
独
特
な
雌
雄
性
（
♂

と
♀
の
あ
り
方
）
に
つ
い
て
、
沖
縄
や
ハ
ワ
イ
・
グ

ア
ム
の
植
物
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
す
。 

《
講
師
》
渡
邊
謙
太
（
首
都
大
学
東
京
客
員
研
究
員

／
国
立
沖
縄
高
専
技
術
専
門
職
員
） 

《
日
時
》
８
月
17
日
（
金
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京 

小
笠
原
研
究
委
員
会 

《
共
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（
ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協

会
） 

《
協
力
》
小
笠
原
村 

公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園

協
会 

《
場
所
》
新
館
ホ
ー
ル 

 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

       

次
の
①
及
び
②
の
目
的
で
国
有
林
の
森
林
生
態
系

保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
に
は
、
入
林
申
請
と

利
用
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
下
記
講
習
日
に
受
講
で
き
な
い
方
は
、

別
途
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
許
可
証
及
び
年
間
パ
ス
の
当
日
交
付
が
必

要
な
方
は
、
事
前
申
請
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

 

①
村
民
と
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル

ー
ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

簡
易
講
習
） 

 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
村
民
向
け
入
林
申
請
受
付
と
簡
易
講

習
を
実
施
し
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
入
林
申
請
と
講
習
修
了
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

②
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
す
る
方

（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、調
査
・
研
究
、

同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め
に
は
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。
実
施

時
間
は
、
①
の
簡
易
講
習
と
同
時
並
行
し
て
実
施
し

ま
す
の
で
、
①
の
開
催
時
間
か
ら
受
講
く
だ
さ
い
。 

 
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

入
林
簡
易
講
習
会
（
父
島
・
母
島
） 

 

 

陸
域
ガ
イ
ド
新
規
登
録
講
習
会 
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※
①
、
②
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
父
島
会
場 

【
日
時
】
８
月
17
日
（
金
）
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
総
合
事
務
所
３
階
会
議
室 

 

◎
母
島
会
場 

【
日
時
】
８
月
29
日
（
水
）
午
後
６
時
～
７
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室
及
び
会
議
室 

◎
必
要
な
物 

 

当
日
は
、
住
所
と
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
な
ど
）、印
鑑
及
び
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

     
 

 

環
境
省
で
は
、
子
ど
も
達
に
環
境
省
レ
ン
ジ
ャ
ー

の
お
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
う
「
こ
ど
も
パ
ー
ク
レ

ン
ジ
ャ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
母
島
で
は
昆
虫
を
テ

ー
マ
に
、
調
査
手
法
の
習
得
や
森
づ
く
り
体
験
な
ど

全
３
回
開
催
し
ま
す
。７
月
に
実
施
し
た
第
１
回「
島

の
虫
を
描
ク
ン
ジ
ャ
ー
」
で
は
、
15
名
の
こ
ど
も
パ

ー
ク
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
新
夕
日
ヶ
丘
で
た
く
さ
ん
の
固

有
の
虫
を
探
し
、
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。
描
い
て
も

ら
っ
た
絵
は
、
母
島
船
客
待
合
所
に
掲
載
中
で
す
。

ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
第
２
回
は
「
島
の
森

を
作
ル
ン
ジ
ャ
ー
！
」。新
夕
日
ヶ
丘
の
貴
重
な
虫
達

を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
、
虫
の
棲
み
処
や
エ

サ
と
な
る
植
物
の
苗
を
植
え
る
「
森
づ
く
り
体
験
」

を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

【
日
時
】
９
月
９
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
雨
天
中
止 

【
集
合
場
所
】
母
島
船
客
待
合
所
※
現
地
ま
で
の
送

迎
あ
り 

【
参
加
対
象
】
小
中
学
生
30
人
※
希
望
者
多
数
の
場

合
は
、
母
島
の
児
童
を
優
先
し
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】
８
月
27
日(

月)

～
９
月
５
日
（
水
） 

【
料
金
】
１
人
１
回 

50
円(

保
険
代) 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 

環
境
省
母
島
事
務
室 

３
―
２
５
７
７ 

        

【
休
診
日
】
８
月
27
日
（
月
）
～
９
月
21
日
（
金
） 

※
９
月
26
日
（
水
）
か
ら
診
療
を
再
開
し
ま
す
。 

※
動
物
対
処
室
の
通
常
の
ペ
ッ
ト
向
け
診
療
日
は

月
・
水
・
金
で
す
。
休
診
日
は
火
・
木
・
土
・
日
・

祝
日
で
す
。 

※
同
室
で
は
、野
生
動
物
の
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。

緊
急
で
野
生
動
物
の
治
療
を
行
う
際
、
ペ
ッ
ト
の
診

療
を
お
待
ち
い
た
だ
い
た
り
、
予
約
日
時
を
変
更
い

た
だ
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
課
環
境
係
（
小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局
） 

 

 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

     

小
笠
原
世
界
自
然
遺
産
の
管
理
機
関
（
環
境
省
、

林
野
庁
、
東
京
都
、
小
笠
原
村
）
で
は
、
最
新
研
究

や
取
組
成
果
を
紹
介
す
る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

 

詳
細
は
、
９
月
号
の
村
民
だ
よ
り
や
村
内
の
掲
示

板
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎
母
島 

【
日
時
】
９
月
４
日
（
火
）
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
館 

◎
父
島 

【
日
時
】
９
月
11
日
（
火
）
午
後
６
時
～
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

 
 

２
―
７
１
７
４ 

      

硫
黄
３
島
ク
ル
ー
ズ
～
沿
岸
域
で
見

つ
け
た
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
～ 

 
 

 

７
月
５
～
６
日
で
催
行
さ
れ
た
お
が
さ
わ
ら
丸
で

行
く
硫
黄
３
島
ク
ル
ー
ズ
。
ネ
ッ
タ
イ
チ
ョ
ウ
な
ど

の
珍
し
い
海
鳥
た
ち
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
北
硫
黄

島
周
回
中
に
お
が
さ
わ
ら
丸
と
並
走
す
る
ハ
ン
ド
ウ

イ
ル
カ
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
種

類
は
ガ
イ
ド
さ
ん
た
ち
の
間
で
「
沖
バ
ン
ド
ウ
」
と

も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
小
笠
原
群
島
周
辺
で
は
島
か

ら
離
れ
た
沖
合
海
域
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
殆
ど
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
見
ら
れ
た
の
は
、
島
か
ら
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
（
水
深
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
前
後
）

の
場
所
で
し
た
。
実
は
２
０
０
０
年
３
月
に
も
同
じ

よ
う
な
場
所
で
目
撃
例
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に

続
い
て
、
今
回
の
発
見
も
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
ハ

ン
ド
ウ
イ
ル
カ
の
分
布
生
態
を
知
る
上
で
貴
重
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。 

             

さ
て
、
今
月
は
も
う
ひ
と
つ
お
知
ら
せ
で
す
。
夏

休
み
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
、
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
ツ
ア

ー
も
益
々
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ツ

ア
ー
の
主
役
で
あ
る
イ
ル
カ
の
生
息
環
境
保
全
と
参

加
者
の
安
全
・
快
適
性
の
確
保
の
た
め
に
も
、
次
に

掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
の
範
囲
内
で
の
ツ
ア
ー
催
行
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
ス
イ
ム
自
主
ル
ー

ル
】 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船

の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。（
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

○
２
隻
以
上
の
船
が
ひ
と
つ
の
群
れ
に
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
た
場
合
は
、
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー
回
数
を
１

隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
へ
の
配
慮

を
考
え
る
こ
と
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
協
会 

２
ー
３
２
１
５ 

 

 

「
島
の
森
を
作
ル
ン
ジ
ャ
ー
！
」 

 
 
 

参
加
者
募
集
に
つ
い
て 

 

 

動
物
対
処
室
の
長
期
休
診 

 

世
界
自
然
遺
産
報
告
会
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
催
に
つ
い
て 

 



  NO．690    平成 30（2018）年 8 月 1 日（水）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-10- 

  
海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
２
０
７ 

 

―
ふ
化
し
ま
し
た
― 

 

島
全
体
が
返
還
祭
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
先
月
、

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
も
お
め
で
た
い
こ
と
が
。

な
ん
と
、
７
月
１
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
で

今
年
初
の
稚
ガ
メ
（
赤
ち
ゃ
ん
ガ
メ
）
の
脱
出
（
産

卵
巣
か
ら
出
て
く
る
こ
と
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
産
ま
れ
て
き
た
の
は
大
村
海
岸
で
４
月
23
日

に
産
卵
さ
れ
た
カ
メ
さ
ん
た
ち
で
す
。
こ
の
赤
ち
ゃ

ん
ガ
メ
た
ち
の
う
ち
、
20
頭
を
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
水

槽
に
入
槽
し
ま
し
た
。
平
均
の
甲
羅
の
長
さ
が
約
５

セ
ン
チ
、
体
重
が
21
グ
ラ
ム
の
子
供
の
手
の
平
サ
イ

ズ
で
す
。
カ
メ
の
成
長
は
早
く
、
本
当
に
小
さ
な
赤

ち
ゃ
ん
ガ
メ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
１
年
の
う

ち
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
（
７
月
～
10
月
頃
）
に
限
ら
れ
ま

す
の
で
、「
何
が
何
で
も
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
見

た
い
！
」
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
こ
の
ふ
化
シ
ー
ズ
ン
内

に
海
洋
セ
ン
タ
ー
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
（
残
念

な
が
ら
お
や
つ
は
ま
だ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
）。 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
脱
出
は
お
母
さ
ん
の
産
卵
と
同
じ
く
、

通
常
夜
間
に
起
こ
り
ま
す
。
昼
間
は
鳥
や
、
活
発
な

魚
、
カ
ニ
な
ど
に
狙
わ
れ
や
す
い
の
で
、
夜
に
脱
出

す
る
こ
と
で
少
し
で
も
生
存
率
を
上
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
夜
に
出
て
き
て
も
絶
対
安
全
な
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
夜
間
に
子
ガ
メ
の
放
流
会
を
行
っ
て

い
る
と
、
ご
く
ま
れ
に
カ
ニ
に
連
れ
去
ら
れ
そ
う
に

な
っ
て
い
る
カ
メ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
見
え
な
い
だ
け
で
、
水
中
で
は
魚
や
サ
メ
に

食
べ
ら
れ
て
い
る
子
も
い
る
で
し
ょ
う
。「
赤
ち
ゃ
ん

の
と
き
か
ら
過
酷
な
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
な
ん
て
か

わ
い
そ
う
。」と
感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
正
確
に
は
「
卵
の
と
き
か
ら
」
周
り
は
敵

だ
ら
け
で
す
。 

 

こ
こ
小
笠
原
は
、
諸
外
国
と
比
較
す
る
と
自
然
界

に
お
け
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
率
は
あ
ま
り
高
く

あ
り
ま
せ
ん
。
平
均
す
る
と
、
卵
か
ら
無
事
ふ
化
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
３
～
４
割
程
度
で
す
。
産
卵

巣
の
中
で
、
卵
が
カ
ニ
や
ア
リ
に
食
べ
ら
れ
た
り
、

台
風
で
巣
全
体
が
水
没
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て
命
を

落
と
し
て
し
ま
う
カ
メ
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
ピ
ー
ク
に
な
る
に
つ
れ

て
、
島
民
の
み
な
さ
ま
が
母
ガ
メ
を
見
る
機
会
も
増

え
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
お
母
さ
ん
ガ
メ
は

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
無
事
大
人
に
な
る
こ
と

が
で
き
た
、
と
て
も
強
く
幸
運
な
カ
メ
さ
ん
で
す
。

そ
ん
な
お
母
さ
ん
ガ
メ
が
安
心
し
て
次
の
世
代
を
産

み
落
と
せ
る
よ
う
に
、
産
卵
の
際
は
温
か
い
目
で
優

し
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

  
 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
― 

 
ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
で
も
構
い
ま
せ

ん
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

２
―
２
８
３
０ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ

チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://bonin-ocean.net   

 

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
四
十
貝
「
マ
イ
マ
イ
な
ひ
と
た
ち
」 

  村
民
Ａ
「（
父
島
で
）
た
く
さ
ん
カ
タ
ツ
ム
リ
見
る
け

ど
、
な
ん
で
保
護
す
る
の
？
」
今
も
よ
く
聞
か
れ
る

質
問
だ
。 

村
民
Ｂ
「
マ
イ
マ
イ
っ
て
再
生
能
力
す
ご
い
ら
し
い

よ
！
？
」
み
ょ
ん
と
突
き
出
た
目
を
切
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
新
し
い
目
が
生
え
て
く
る
ぐ
ら
い
す
ご
い
能
力

が
あ
る
と
思
っ
た
ら
し
い
。 

村
民
Ｃ
「
ノ
ミ
ガ
イ
類
を
見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト
が
知

り
た
い
」
小
笠
原
に
い
る
２
～
３
㎜
の
極
小
マ
イ
マ

イ
の
世
界
に
深
入
り
し
た
い
ら
し
い
。 

村
民
Ｄ
「
頭
の
毛
に
花
び
ら
が
１
枚
さ
さ
っ
た
ま
ま

歩
い
て
い
る
毛
虫
が
可
愛
い
」・
・
・
な
か
な
か
村
民

だ
よ
り
の
読
者
と
は
か
け
離
れ
た
セ
ン
ス
だ
。 

 

小
笠
原
固
有
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
が
、
島
ご
と
に

様
々
な
原
因
で
数
を
減
ら
し
て
い
る
な
か
、
そ
の
マ

イ
マ
イ
た
ち
を
取
り
巻
く
村
民
の
意
見
も
様
々
だ
。

村
民
Ｂ
～
Ｄ
さ
ん
も
、
元
は
村
民
Ａ
さ
ん
と
同
じ
よ

う
な
意
見
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
マ
イ
マ
イ
を

守
る
仕
事
を
す
る
中
で
、
父
島
の
野
生
絶
滅
状
態
に

あ
る
マ
イ
マ
イ
た
ち
を
育
て
、
兄
島
で
ネ
ズ
ミ
に
食

べ
ら
れ
た
死
殻
を
見
て
が
っ
か
り
す
る
う
ち
に
、

段
々
、
マ
イ
マ
イ
も
通
り
越
し
て
毛
虫
が
可
愛
い
と

ま
で
言
う
セ
ン
ス
に
辿
り
着
い
た
。 

 

人
が
何
か
に
価
値
を
感
じ
る
た
め
に
は
、
知
る
こ

と
が
必
要
だ
。
特
に
体
験
的
に
感
じ
た
魅
力
は
、
本

を
読
む
だ
け
よ
り
価
値
と
し
て
感
じ
や
す
い
。
固
有

種
に
限
ら
ず
マ
イ
マ
イ
た
ち
に
魅
力
を
感
じ
る
に
は

少
し
辛
抱
が
必
要
だ
が
、
ず
っ
と
見
て
い
る
と
き
っ

と
何
人
か
は
村
民
Ａ
さ
ん
か
ら
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
さ
ん
に

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。・
・
・
い
や
、
Ｃ
さ
ん
や
Ｄ
さ

ん
は
な
か
な
か
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
Ｂ
さ
ん

に
は
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 

願
わ
く
は
、
今
後
も
島
に
住
む
人
が
マ
イ
マ
イ
の

魅
力
に
気
づ
け
る
機
会
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
そ
し

て
、
マ
イ
マ
イ
な
ひ
と
た
ち
が
増
え
ま
す
よ
う
に
。

こ
の
コ
ラ
ム
が
そ
の
架
け
橋
の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
す

よ
う
に
。 

 

  

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
・
涌
井
茜
【
イ
ラ

ス
ト
】
橋
本
愛 
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高血圧の状態をほっておくと・・・ 

 

 

 

 

 

 

血圧・・・気をつけていますか？ 
気付けばもう８月・・・。今年も住民健診の時期が少しずつ近づいてきました。 

昨年受けた健診結果を健康づくりに活かすために、昨年度から何度も特集している高血圧症予防と減塩を中心に重要な

ポイントを振り返って見ましょう。まだ実践していない方も、今年の健診に向けてぜひ取組んでみてくださいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：そういえば、去年の健診で血圧がちょっと高めだったんだよなぁ。今年の健診に向けて、

ちょっと気をつけなきゃな。体組成計で測ってみようかな。 

保健師：健診は日常生活での自分の健康状態を見てもらうものですが、健診をきっかけに自分の

生活を見直すことが出来ると良いですね。ぜひ出来ることから取組んでみてください♪ 

― 村民課福祉係― 

― 第２２２号― 

 

「高血圧」とは 

収縮期血圧（上の血圧）が 140mmHg 以上または、 

拡張期血圧（下の血圧）が 90mmHg 以上のことを言います。 

 

 

そもそもどこからが高血圧？ 

 

血管に送り出す血液の

圧力が強い状態が続く 

血管に負担が

かかる 

血管が傷つく 

血管が硬くなる

（動脈硬化） 

 

脳卒中 心臓病 

更に血圧が
高くなる 

血圧を下げるポイントって？ 

 

塩分の取りすぎは、血圧を高くする大きな原因です。 

食事での塩分摂取の７０％は調味料や加工食品からの 

摂取といわれており、外食や調味料の選択に注意が 

必要です。 

ポイント１ 減塩  

血圧は体重を約 3kg減量すると改善してくると 

言われています。食事で気をつけるだけでなく、体を

動かすことも大切です。 

ポイント２ 運動 

①だしをたっぷり使う 

昆布、削り節、干ししいたけなどの

だしを効かせれば、薄味でも満足

の味わいに。 

 

※ただし、顆粒だしには塩分が 

多く含まれています！ 

(小さじ１杯=塩分 1.6ｇ) 

②酸味や香りを効かせる 

塩味以外の味覚を加えることで、 

塩分を抑える。 

【酸味】酢、レモン 

【香り】きざみゆず、かつおぶし、

ごま、にんにく、しょうが 

【スパイス】カレー粉、 

とうがらし、ハーブ 

③新鮮な食材を使う 

食材そのものが美味しければ、調味

料は抑えられる。 

加工品より生肉、生魚を使用する！ 

④焼く・揚げるなどの工夫 

焦げめをつけて香ばしさを 

出すなど、調味料に頼らない 

工夫も。 

減塩のポイント 

 

運動を始める前に 

体組成計で 

自分の体を知ろう！ 

福祉センターに設置しています。

ぜひご活用ください！ 

体組成計では 

こんな事を知ることが出来ます 

体重、体脂肪率、脂肪量、筋肉量、 

推定骨量、体水分量、たんぱく質等… 

詳しい使い方などは、社協川本健康 

運動指導士へお問い合わせください。 



　　　　　入出港日 小児科医による乳幼児健診・歯科検診（母島）

東京都自然ガイド講習申込受付開始（～14日）

地域振興補助事業募集開始（～20日）

定期予防接種 母島SFタッチングプール

SFウミガメ放流 育児学級（おやつの会・母島）

小児科専門診療（母島）

農業セミナー（母島） 国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（父島）

母島SFタッチングプール 　　　　　入出港日

母島SFタッチングプール

小児科専門診療（父島）

　　　　　入出港日

母島SFタッチングプール

SF JAMMIN 小笠原高校図書館開放

小笠原高校図書館開放

母島巡回労働相談

陸域ガイド申込開始（～24日）

母島SF南洋踊り体験会 　　　　　入出港日

行政相談

農業セミナー（父島） ヘルスアップ教室

　　　　　入出港日

村民相談

SF盆踊り練習会

東京弁護士会法律相談（母島）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 母島SFタッチングプール

SF盆踊り練習会 電話による無料法律相談

東京三弁護士会法律相談（父島）

SF盆踊り SF花のように第１夜

ハハジマの森の道　夏の地ならし体験会

　　　　　入出港日 　　　　　入港日

SF盆踊り・花火大会 SF花のように第２夜

母島SF稚亀放流＆星空鑑賞 母島SFタッチングプール

小笠原高校図書館開放

SF盆踊り 産科・婦人科専門診療（母島）

島の同窓会in小笠原（父島）

動物対処室休診（～9/21）

小笠原高校図書館開放 母島こどもパークレンジャー申込開始（～9/5）

母島SFアオウミガメ放流会 島の同窓会in小笠原（母島）

SF星空観望会1 　　　　　出港日

母島SF南洋踊り体験会

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会（母島）

　　　　　入出港日 SF星空観望会２

産科・婦人科専門診療（父島～31日,9/3～4）

戦没者追悼式典 Jアラート試験

SF野外映画会

日付曜日 行　事　予　定 日付曜日 行　事　予　定

1 水 16 木

2 木 17 金

3 金 18 土

4 土 19 日

5 日 20 月

6 月 21 火

7 火 22 水

8 水 23 木

9 木 24 金

10 金 25 土

11 土 26 日

12 日 27 月

13 月 28 火

14 火 29 水

15 水 30 木

31 金


